
3Dプリンターで造形した手羽先やシイタケ。FaroArmで食
品をスキャンして、データを加工し、造形。

導入事例
食品から工場まで。

　あらゆるものをレーザースキャン

3Dデータを利用した加工の可能性を探る

ものづくり産業におけるグローバル化が進むにつれて、型製作

においても、木型を一つずつ手作業で製作する時代から、CAD
データを利用して NC 加工機などで型を製作することが中心

の時代に変わってきました。そのため上野木型製作所は、型

製作のための 3 次元データ取得が可能で、取得したデータを

CAD データへ変換できるシステムの導入が不可欠と判断し、

2008 年に非接触スキャナーを搭載したアーム型 3 次元測定器

FaroArmを導入しました。データがない製品の3D データ作成

や、検査治具、加工モデルの検査などに、導入した FaroArm
を利用しています。
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はじめに
たとえば好きな食べ物や動物のはく製をスキャンしてデータ化し、実物そっくりの複製品やミニチュアを製作して

みたいと考えたことはありませんか？

NC 切削によるモデル製作を請け負う有限会社上野木型製作所（愛知県大府市：以下、上野木型製作所）は、

自動車関連の試作モデル製作、治具製作を主に行っています。その一方で新規事業として、また会社 PR のため

に「これは」と思うユニークなもののレーザースキャンを行って、複製品を製作したり、胸像を切削加工したり

といったサービスも請け負っています。スキャン対象はさまざまで、手羽先や餃子などの食品から仏像などの文

化財、工場まで幅広く行っています。

FaroArmにて食品をスキャン

型製作の変化

ものづくり産業におけるグローバル化が進むにつれて、型製作においても、木型を一つずつ手作業で製作する時

代から、CAD データを利用して NC 加工機などで型を製作することが中心の時代に変わってきました。そのた

め上野木型製作所は、型製作のための 3 次元データ取得が可能で、取得したデータを CAD データへ変換でき

るシステムの導入が不可欠と判断しました。そこで、図面データがない製品の CAD データ作成や、検査治具、

加工モデルの検査などを目的に、2008 年に非接触スキャナーを搭載したアーム型 3 次元測定器 FaroArmを

導入しました。

FaroArmでスキャンした手羽先の3Dプリンター用データ。
ポリゴン処理をし、.stlで保存してプリンターへ。
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FaroArmの主な用途
FaroArm の主な用途としてまず挙げられるのが、検査治具、加工したモデルの検査です。また、上野木型製作

所では、試作モデルや量産品トリム用の治具、検査治具を製作した時に、モデル納入時に公差内で製作されて

いることを示す、FaroArmで作成した検査レポートを提出しています。

モデルの変更などで型をもう一度作り直す場合、図面や 3D データが必要になりますが、古い型の場合はそのど

ちらもないことが多々あります。上野木型製作所では、元の型に設計図やデータがない場合、まず型をレーザー

スキャンして 3D のデータを取得し、CAD データを作成してから型を作り直しています。

また、真空成型品をトリムする際の、レーザーカットなどの機械に載せる受け台を製作する時にもレーザースキャ

ナーで製品の3次元データを取得しています。「真空成型品やプラスチック製品の中には変形しやすいものもあり、

接触では測定できないものも多くあります。スキャンした方が確実で、結果にも説得力があります」と次長の上

野明氏は言います。

加工機で切削した試作品をFaroArmにて形状検査。

大型の加工機で3次元形状を切削加工。



FARO  Laser Scanner Focus3Dで取得した
ペンギンのはく製の3次元データ

新しい技術の導入と新しい業務の拡大
レーザースキャナーを持っていて 3D データを作成できる、ということが口コミで広がることで、新しい仕事の

受注にも成功しています。ある自治体が地元作家の生誕を記念して銅像を製作することになったとき、粘土の作

品からマスターモデルを製作するための実物大のデータを作成したことがありました。「今後はこのようなクレイ

モデルからのデータ化のような仕事も増やしていきたい。手作りしたものを量産に対応できるようにデータ化す

るなど、業務を広げていけたら」と上野次長は意欲を見せています。

上野木型製作所では、インターネット上にスキャンや加工の動画を掲載して業務の PRを行っています。「スキャ

ンしてデータ化して製作する、という過程を理解してもらうには、カタログを見せて説明するより、実際に動画を

見てもらった方が早いし確実です。時代は変化し続けていますから、当社の技術を PR するために動画を利用し

ています」と専務取締役の上野守氏は積極的に新しい技術を取り入れる理由を語ってくれました。

導入事例

工場をレーザースキャナーでスキャンしたデータ。
このデータを元に大型の切削加工機をレイアウト。

さらに大型のものをスキャン
上野木型製作所では 2011年に、FaroArm に加え、より大きなワークをスキャンできる 3Dレーザースキャナー

(FARO Laser Scanner Focus3D)を導入しました。FaroArmと FARO Focus3D の 2 種類の測定器を使用す

ることで、さまざまな用途に対応できるようになりました。

例えば、新しい大型の NC 加工機を導入する際、工場のどこに設置することができるかを検討する際に、レー

ザースキャナーを使用しました。工場内をまずスキャンして、加工機自体のデータをそこに当てはめレイアウト

を決定する、いわゆるデジタルファクトリーの用途で利用しています。また、動物のスキャンができないかという

依頼にも応えるなど、短時間でさまざまな対象物の 3D データ化が可能になりました。
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有限会社上野木型製作所について

5 軸加工機、NC 加工機（2600ｘ1900）、3Dプリンター

を所有、またアルミ鋳造設備、金型工作所などを整備

して、試作モデル、金型製作、治具製作、アルミ鋳造

を行っています。一般向けにさまざまなワークをスキャ

ンし、モデル製作する注文にもお応えします。

〒474-0047
愛知県大府市宮内町 5 丁目37 番地

TEL/FAX: 0562-51-9855
Email: ueno.kigata@gmail.com

FARO について
 
世界で最も信頼のおける 3 次元測定とイメージング、リアル化技術を提供する FARO は、コンピュータ支援型ポー

タブル 3 次元測定器やイメージング、およびソフトウェアの開発・販売を行う企業です。FARO の携帯型の 3 次

元測定器は、生産や品質保証のプロセスにおいて、部品や組立構造の高精度な 3 次元測定、イメージング、比

較分析を実現します。部品検査、アセンブリ、ラピッドプロトタイピング、3D デジタルドキュメント化、測量・建設、

事故・犯罪捜査や現場再現のために使われます。

 
FARO は、米国フロリダ州レイクメリーに本社を置き、ペンシルバニア州エクストンに、広さ約 9 万平方フィート

の工場設備兼テクノロジーセンターを新設しました。この施設では、FARO Laser TrackerTM と FARO Cobalt 
Array Imager の開発、製造、保守サービスが行われます。

 
また、ドイツ・シュツットガルトに欧州本社、シンガポールにアジア太平洋本部を置いています。米国、カナダ、

メキシコ、ブラジル、ドイツ、英国、フランス、スペイン、イタリア、ポーランド、トルコ、オランダ、スイス、

ポルトガル、インド、中国、マレーシア、ベトナム、タイ、韓国、日本に支社を置いています。

To find out more, visit www.faro.com

© 2016 FARO Technologies Inc. FARO and the FARO logo are registered trademarks and trademarks of FARO Technologies Inc. 
All Rights Reserved. This customer’s results depend upon its unique business and environment, the way it used FARO products 
and services and other factors. These results that you read from the article may not be typical; your results may vary.

導入事例

ファロージャパン株式会社 (FARO Japan, Inc.)
〒480-1144 愛知県長久手市熊田716
Tel:  +81.561.631411    Fax:  +81.561.631412
Email:  japan@faro.com    URL: www.faro.com/jp


